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１．はじめに

近年，大学のデジタルトランスフォーメーション
（DX）の一環として，日本の大学における講義の出席
管理は，ICT化が進んでいる。首都圏の大学では，実
に９４．４％の大学が「出席の取り方でオンライン方式を採
用している」というレポートもある（１）。一方で，規模
の小さい大学などでは依然として紙の出席カードを利用
している大学も多い。本稿では，いくつかの出席システ
ムのメリット・デメリットを比較し，QRコード（２）注１）

による優位性を示したい。

２．出席システムの比較

２－１ 従来の紙による出席カード
日本の大学では，紙の出席カードによる出席確認が主

流である。最も大きな要因としては，導入コストが安価
であることが挙げられる。場合によっては，紙に学籍番
号や氏名などを記入してもらうだけでよい。

２－１－１ 学生のメリット
学生は学籍番号，氏名を書くだけでよいので，特に負

担はないと考えられる。

２－１－２ 学生のデメリット
出席カードによって学生が不利益を被ることはあまり

考えられないと思われる。

２－１－３ 大学側のメリット
大学は所定の出席カードを用意するだけでよいので，

導入コストは安価である。

２－１－４ 大学側のデメリット
まず，大きな問題は，紙で収集した出席情報をデータ

入力する労力が非常に大きいという点である。この観点
からも学内業務の ICT化として出席確認のオンライン
化が求められている。
次に，学生の不正を防ぐことが難しい点である。出席

カードは他の講義でも使えるため汎用性を持たせている
ことが普通である。何らかの方法で入手した出席カード
を用いて，知人の学籍番号と氏名を書いて提出しても見
抜くことは難しい。このような行為に対して，事前に出
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席カードに日付印やマーキングを行い，特定の講義でし
か利用できないようにする改変は可能であるが，その事
前作業は非常に大変な作業である。
筆者は，日付印（図１）やマーカー，紫外線に反応する

ペン（図２）などで試したが，非常に事前作業が大変で
あった。そこで，電動一穴パンチで出席カードに穴をあ
けること（図３）で，この事前業務の短縮化が可能となっ
た。それでも，学生の出席情報を入力することはとても
大変であるため，他の方法を模索した。

２－２ マークシートによる出席確認
マークシートは，マークシート読み取り機によって瞬

時に読み取りが可能で，データ化されやすい。しかし，
学生，大学それぞれにデメリットが存在する。

２－２－１ 学生のメリット
学生は学籍番号や氏名について，当該箇所をマークす

るだけでよい。大学共通試験などでマークシートに慣れ
ているため，特に負担はないと考えられる。

２－２－２ 学生のデメリット
マークシートは鉛筆が必要である。近年はボールペン

や薄いシャープペンシルなどを使う学生も多く，マーク
シートで読み取り可能な筆記具を常に携行しているとは
限らない。

２－２－３ 大学側のメリット
大学はマークシート読み取り機に読み込ませるだけで

よいので，作業効率は大幅に改善する。

２－２－４ 大学側のデメリット
まず，大きな問題は，マークシート読み取り機の導入

コストが高いという点である。マークシートは専用の用
紙を使用し，契約上コピー不可である。そのため，マー
クシートの枚数が増えるとコストも増えることになる。
次に，通常の出席カードと同様に学生の不正を防ぐこ

とが難しい点である。さらに，きれいにマークしていな
ければ読み取りができない恐れもある。マークシートが
折れ曲がっていると紙詰まりの原因となることもある。

２－３ FeliCa による出席確認
FeliCa注２）は SONYが管理する固有番号（IDm）（３）で

あり，重複することはない。Suica注３）などの交通系 IC
カードをはじめ，nanaco，waon，Edyなどの決済サービ
スなどに組み込まれている。また，おサイフケータイⓇ注４）

などスマートフォンにも搭載されている。企業などで
は，職員証に組み込んでおり，出勤管理にも使われてい
る。
出席の取り方としては，事前に学生が持っているFe-

liCa カードを FeliCa リーダーにかざして，FeliCa の番
号と学籍番号を紐づける必要がある。その後は，カード
をFeliCa リーダーにタッチすることで出席確認が可能
である。

図１ 出席カードの不正防止の例（日付印）

図２ 出席カード防止の例（紫外線マーカー）

図３ 出席カード防止の例（一穴パンチ）
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２－３－１ 学生のメリット
学生は普段使っているFeliCa カードまたは，FeliCa

機能付スマートフォンを用意するだけでよい。

２－３－２ 学生のデメリット
FeliCa カードまたは，FeliCa 機能付きスマートフォ

ンを用意する必要がある。近年は，PayPay をはじめ
QRコード決済が普及してきたこと，スマートフォンが
高価になってきたことから，FeliCa カードを利用しな
い，または，FeliCa 機能がついてないスマートフォン
を持っている学生も増えてきている。全員が必ずしも
FeliCa カードを持っていない点に留意すべきである。

２－３－３ 大学側のメリット
大学はFeliCa 読み取り機を用意するだけでよい。確

定申告で使用できる市販の安価なリーダーをパソコンに
接続するだけでよい。最近は，スマートフォンアプリで
FeliCa の IDmを読み取るものもある。

２－３－４ 大学側のデメリット
まず，FeliCa の IDmを取得し，学籍番号と紐づける

ことで個人情報の流出リスクがある点である。IDm自
体は１６進数で書かれた英数字の羅列であり，学籍番号も
数字の羅列であり，それぞれ単体では個人情報ではな
い。これらを紐づけても直ちに個人情報になるわけでは
ないが，個人情報保護の観点や，個人情報流出のリスク
を考えると厳重に管理しなければならない。
次に，実務的な問題として，学生が機種変更や有効期

限に伴うカード変更のたびに再登録しなければならない
点である。再登録は，講義の出席確認時間内では到底対
応できない。筆者は実際にこの出席方法を試したが，学
生が登録したカードを忘れたり，機種変更したりするこ
とが多かったため，すぐに諦めた経緯がある。

２－３－５ 他大学の事例
銀行カードやクレジットカードのような磁気式カード

やFeliCa を含んだ学生カードを発行していたある大学
では，各教室に学生証リーダーが設置され，学生は教室
入室時にリーダーに読み込ませることで出席となってい
た。しかし，講義開始１０分前からリーダーが起動してい
たことから，友人の代表が複数の学生証をリーダーに読
み込ませている様子がたびたび見受けられた。
このような不正に対して，教室の各机に学生証リー

ダーが設置され，学生証をリーダーの上に置かない限り
出席とはならないシステムを導入した大学がある。この

出席管理は，替え玉受講でない限り，不正はかなり防ぐ
ことができるものの，導入コストは莫大であり，規模の
小さい大学での導入は難しいと思われる。
九州では，２０１１年には福岡女学院大学で，九州初の

ICカード乗車券一体型学生証「学生証 nimoca」を発行
した。福岡女学院大学の学生の多くは西鉄バスを利用し
ており，西鉄の nimoca 利用促進と相まって，導入に
至った（４）。

２－４ ウェブフォームによる出席確認
現在の学生はほぼ全員がスマートフォンを持っている

ため，ウェブ上で出席確認をすることが容易となった。
Google フォームのように大学側も簡単にフォームを作
成できるようになり，現在最も多く使われているオンラ
インでの出席管理方法ではないだろうか。

２－４－１ 学生のメリット
学生は普段使っているスマートフォンから学籍番号，

氏名を入力するだけでよい。

２－４－２ 学生のデメリット
スマートフォンのバッテリー切れ，スマートフォンを

忘れた，パケット制限にかかってインターネットに接続
できないケースなどが挙げられる。ただし，このような
ケースは１００人規模の講義でも数名なので，出席カード
による代替案で対応可能である。

２－４－３ 大学側のメリット
大学はフォームを準備するだけでよい。Googleフォー

ムで簡単に作成できるので，誰でも簡単に出席管理がで
きるというメリットがある。Google フォームであれば，
入力時のタイムスタンプも記録されるので，入室時と退
室時の記録で遅刻や早退も管理できる。

２－４－４ 大学側のデメリット
学生が複数のフォームを入力することが可能である点

である。自作の PHPプログラムなどのフォームであれ
ば，入力したのが誰かという本人確認を担保することが
不可能である。しかし，Google フォームであれば，
Google アカウントにログインするよう設定しておけば，
本人確認が容易である。ただし，学生がGoogle アカウ
ントの貸し借りをしている場合，知人の情報を入力する
ことが可能である。
また，教室にいない学生に対して，知人が出席につい

て連絡すると，出席フォームを入力することが可能であ
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図４ QRコード生成画面

図５ QRコードが生成される

図６ 不正防止画面

図７ 市販のQRリーダー

るため，不正を防止することが難しい点である。

３．QRコードによる出席管理の導入

これまで，いくつかの出席管理方法を見てきたが，学
生の不正防止と導入コストが課題となっていることがわ
かる。ここでは，学生の不正を防止しつつ，導入コストが
安価であるQRコードによる出席管理について紹介する。

３－１ ウェブサーバとフォームを利用したQRコード
の生成

まず，教員側は，学籍番号と氏名を入力するとQR
コードを生成するフォームを作成する。QRコード生成
の JavaScript（qrcode.js）は，GitHub でMITライセン
スで配布されている（５）。
学生は，フォームに学籍番号と氏名を入力する（図４）。

学籍番号入力ミスの学生が多いため，JavaScript で学
籍番号の桁数のみチェックしている。
QRコード生成ボタンを押すと，QRコードが生成さ

れる（図５）。

QRコードを複数作成しようとすると，エラー画面に
遷移するようになっている（図６）。

学生は，生成されたQRコードをQRリーダーにかざ
す（図７）。

教員は読み込んだQRコードから学籍番号を抽出し，
出席管理システムにインポートするだけでよい。これに
よって，出席管理の効率は大幅に改善される。ここでの
大きなポイントは不正防止の点にある。単純にフォーム
入力であれば，教室にいない学生も出席登録が可能だ
が，QRコードを物理的にリーダーに読み込ませること
で，確実に教室にいることが分かる点である。また，学
生がQRリーダーに読み込ませる時間は，従来の出席
カードを配り，学生が記入し，出席カードを回収する時
間と比べても大幅に短縮され，データ入力の作業が必要
ない点である。
次に，それぞれのメリット・デメリットを見てみる。

ただし，学生のメリット・デメリットはウェブフォーム
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図８ QRコードシールを添付した例
（学生便覧の学生証見本をもとに筆者改変）

と同様であるため省略する。学生側のデメリットをあえ
て挙げるとすると，交通系 ICカードに慣れているため
か，タッチしようとする学生がいる点である。QRリー
ダーは，スーパーマーケットのセルフレジのようにリー
ダーからスマートフォンを少し離す必要がある。また，
裏返しにすると画面消灯するスマートフォンは，その機
能をオフにする必要がある。

３－１－１ 大学側のメリット
大学はフォームを準備するだけでよい。入力された

フォームから自動的にQRコードが生成される。ほんの
少しのHTMLに関する知識があれば誰でも簡単に導入
できる。
不正防止の観点から言えば，スマートフォンの貸し借

りをする学生はほとんどいないと思われる。もっと言え
ば，スマートフォンを２台かざそうとするとその時点で
不正に気付くので，そのような行為をすることはほぼな
いため，ウェブフォームよりも不正防止が大幅に改善さ
れる。QRコードリーダーは確定申告のFeliCaリーダー
と同価格帯で簡単に導入できる。

３－１－２ 大学側のデメリット
QRコード生成のためのHTMLと JavaScript の知識

が必要な点である。一度開発すると流用できるので，初
期導入コストのみがかかる点がデメリットである。

３－２ QRコードのシールを学生証に貼った場合の出
席管理

前節では，サーバーやウェブサイト，PHP，JavaS-
cript の知識が必要であるため，より簡便なQRコード
シールを利用する方法について概説する。
この方法は，学生の学籍番号と氏名を含む情報をQR

コードにして生成し，それを学生証に添付して講義毎に
バーコードリーダーで読み取りを行う。まず，各学生の
学籍番号と氏名を含むQRコードを生成し，初回授業時
に配布する。QRコードの生成は専用のソフトウェアや
オンラインツールを使用して簡単に行う。生成された
QRコードをシールに印刷し，耐久性のある素材を選ん
で学生証に貼り付ける。これにより，学生は一つの学生
証で複数の科目においてQRコードを利用できようにな
る（図８）。

教員は授業中に学生のQRコードを読み取るためのス
キャナーやスマートフォンのQRコード読み取りアプリ
を使用して出席を取る。これにより，学籍番号を自動的
に取得し，出席管理や成績の入力を効率化する。読み取
りのためのソフトはMicrosoft Access などで自作する
ことも可能である。この方法により，学生は一つのQR
コードで複数の科目に対応し，教員は学生の情報を簡単
かつ迅速に管理できる。さらに，紙の出席カードや手動
の入力作業を減らすことで，ミスを防ぎ，時間を節約す
ることができる。

３－２－１ 大学側のメリット
QRコードシールの運用により，大学は出席管理や成

績入力の効率化と正確性向上，コスト削減，学生の利便
性も向上する。これにより，データ管理が強化され，教
育改善にも貢献すると考えられる。
教員は，QRコードを読み取ることで，出席情報を迅

速かつ正確に記録できる。手動での入力作業が不要にな
り，出席確認にかかる時間を大幅に短縮が可能である。
手書きや手動入力による誤記入のリスクがなくなり，
データの正確性が向上する。これにより，学生の出席情
報や成績管理の信頼性が高まる。紙の出席カードや管理
用紙を使用する必要がなくなり，印刷コストや保管ス
ペースの節約が可能となる。蓄積された出席データを分
析することで，授業の出席傾向や学生の出席率を把握
し，教育改善のための貴重なデータとして活用できる。
また，導入時は既存のビジネス用システムを使用すると
高額になるが，運用面では自作や市販品で代用できるた
めコストを抑えることが可能である。

３－２－２ 学生のメリット
学生は複数の科目で同じQRコードを使用できるた

め，複数の IDカードや出席カードを持ち歩く必要がな
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図９ 学生証にQRコードを貼付した例（表面の場合）
（学生便覧の学生証見本をもとに筆者改変）

図１０ 同（裏面の場合）

くなる。これにより，学生の利便性が向上する。学籍番
号と氏名がQRコードに含まれているため，学生の識別
が迅速かつ容易になる。学生証の紛失時にも再発行が迅
速に行える。

３－２－３ 大学側のデメリット
QRコードシールの運用には，技術的なトラブルや不

正行為のリスク，プライバシーとセキュリティの懸念，
初期導入コストや管理作業の増加がデメリットとして挙
げられる。さらに，教員やスタッフのトレーニングも必
要である。
QRコード読み取り機器やシステムの不具合が発生す

ると，出席確認やデータ管理に支障が出る可能性があ
る。また，学生が他人のQRコードを使用して出席を偽
装するなどの不正行為が発生する可能性がある。QR
コードに含まれる学籍番号や氏名が漏洩するリスクがあ
り，不正利用される可能性があるため，QRコードの情
報は最低限にする必要がある。複数の科目で同じシステ
ムを利用できるメリットはあるが，運用管理の手間とし
て，QRコードシールの発行，再発行，教科ごとの学生
情報の管理，教員の受け持ち科目の登録作業など運用上
の管理業務が発生する。また，教員やスタッフが新しい
システムに慣れるための時間やトレーニングが必要であ
る。

４ まとめ

本稿では，いくつかの出席管理システムのメリット・
デメリットを示しながら，QRコードによる出席管理
が，学生の不正防止と導入コストの両面から有用である
ことを紹介した。
日本文理大学の学生証は磁気式であるが，リーダーの

コストが高いため，各講義で利用することは難しい。
QRリーダーは３０００円程度で販売されているので，導入
コストも安くなる。
第３章で紹介したQRコードは実際に運用しており，

コストはかなり低額に抑えられ，かつ，迅速に出席登録
も行うことができている。一方で，QRコードの生成に
は，少し専門的知識が必要であるため，全教員が対応す
るのは難しい。
そこで，学生証にQRコードが印刷されていれば，磁

気式やFeliCa を内蔵した学生証よりもかなり安価に，
出席管理を行うことができるようになり，大学DXにお
ける，学内業務の ICT化を進める一助にもなる（図９，
１０）。

ただし，QRリーダーを読み込む作業については教員
のトレーニングが必要である。
すでにQRコードによる出席確認において既知の問題

は次のとおりである。
第１に，リーダーは PCに接続しておく必要がある。

この時，リーダーはキーボートとして登録されるので，
複数台のリーダーを１台の PCに接続することはできな
い。
第２に，リーダー読み取り時に，正しく読み込まれた

ことを学生の画面に表示する必要がある。
そのため，１００人規模の講義で，少なくとも２台の

ノート PCと２台のリーダーが必要となる。
第３に，トラブル時の対応である。リーダーが起動し

ない，正しく読み込めないなどが発生したときに出席
カードなどの代替案を用意しておく必要はある。
一方で，QRコードによる出席確認も万能ではない。

従来の紙による出席管理同様に，学生の不正防止に努め
なければないが，不正行為は明らかに減ることが期待さ
れる。
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後注

注１）QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商
標である。

注２）FeliCa はソニー株式会社が開発した非接触 IC
カードの技術方式で，FeliCa などの名称はソ
ニーグループ株式会社，またはその関連会社の登
録商標または商標である。

注３）Suica は東日本旅客鉄道株式会社の登録商標であ
る。

注４）おサイフケータイⓇは，株式会社NTTドコモの
登録商標である。そのほか本稿で記載している製
品名は一般にメーカーの登録商標，または商標で
あるが，本文では，TM，Ⓡを明記していない。
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